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人 Tech

人的資本の最大化に貢献する
Human Capital Maximizer

DX推進事業

教育研修事業

Purpose

チ ャ レ ン ジ あ ふ れ る 未 来 を つ く る
Mission
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人的資源減少 ⇒ 「人」×「Tech」で、人的資本の最大化に貢献する

Tech：DX推進事業

人：教育研修事業

成果

①人口減少によりそのままで
は生産力は落ちていきます

生
産
性
向
上

投資

人口動向

③人財育成により生産性を
向上します

②減少していく人の労働力
をTechで補います

企業研修
人的資源 ➩人的資本
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会社概要

主要な事業（事業セグメント）

株 式 会 社 F C E 証券コード：9564｜会 社 名

2 0 1 7 年 4 月 2 1 日
グ ル ー プ 創 業 2 0 0 4 年 2 月 1 9 日

｜設 立

1 9 1 名 外パート・アルバイト 18名｜従 業 員 数

教育研修事業 DX推進事業

事業ポートフォリオ

ストック比率

売上高:41.7億円

2023年9月期
（通期実績）

DX推進事業

51%

教育研修事業

46%

80%

※ 2024年3月31日現在
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エグゼクティブ・サマリー

ト ピ ッ ク ス

‣リ ン ク ア ン ド モ チ ベ ー シ ョ ン （ 東 証 プ ラ イ ム ： 2 1 7 0 ） と 資 本 業 務 提 携

‣配 当 方 針 と 株 主 優 待 制 度 の 変 更

‣生 成 A I プ ロ ン プ ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 F C E プ ロ ン プ ト ゲ ー ト 」 （ 「 C h a t F C E 」 よ り 名 称 変 更 ）

‣株 式 会 社 Z U U （ 東 証 グ ロ ー ス ： 4 3 8 7 ） と 業 務 提 携

‣「 働 き が い の あ る 会 社 ラ ン キ ン グ 」 で 5 位 、 1 2 年 連 続 ベ ス ト カ ン パ ニ ー 受 賞

‣純 粋 持 株 会 社 制 度 解 消 の 進 捗 状 況 と 事 業 間 シ ナ ジ ー

売上高 経常利益

2,387百万円（前年比+12.4%） 534百万円（前年比+34.7%）

2 0 2 4 年 9 月 期 第 2 四 半 期 業 績
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KPIサマリー

※1： MRR（Monthly Recurring Revenue） 2024年9月期第2四半期末時点の毎月繰り返し発生する売上金額
※2： ARPU（Average Revenue Per User） 2024年9月期第2四半期末時点の1導入社あたりの売上平均金額
※3： 2023年5月24日開示した中期経営計画の「3カ年計画事業戦略サマリと重要KPI」の24/9期末の導入社数計画を指します

SaaS型ビジネス
MRR ※1

251百万円
（前年比+27.5%）

導入企業数

1,291社
（中経※3進捗率103.3%）

744社

ARPU ※2

166千円

48千円
（中経※3進捗率111.0 %）

36百万円

215百万円

（前年比+8,235円）

（前年比+6,882円）
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Agenda

01 2024年9月期第2四半期（1月-3月）トピックス

Appendix

02 2024年9月期第2四半期業績

03 事業および成⾧戦略 : DX推進事業

04 事業および成⾧戦略 : 教育研修事業



資 本 業 務 提 携 に 関 す る 基 本 合 意 書 を 締 結 い た し ま し た 。 （ 2 0 2 4 年 5 月 1 4 日 開 示 ）

本 提 携 に よ り 「 『 人 』 × 『 Te c h 』 で 、 人 的 資 本 の 最 大 化 に 貢 献 す る 」 ミ ッ シ ョ ン の 実 現 に 向
け て 成 ⾧ を 加 速 し ま す 。

© 2024 FCE Inc. 8

リンクアンドモチベーション※（東証プライム：2 170 ）と資本業務提携

※：株式会社リンクアンドモチベーション（東京証券取引所プライム市場上場、証券コード：2170）
モチベーションエンジニアリングによる企業変革コンサルティング・クラウドサービス、モチベーションマネジメント事業（育成・制度・風土変革支援）、エントリーマネジメン
ト事業（採用支援）、ベンチャー・インキュベーションを展開する企業です。

（ 開 示 文 書 ）
h t t p s : / / c o n t e n t s . x j - s t o r a g e . j p / x c o n t e n t s / A S 0 5 1 6 5 / 6 1 0 3 6 b d c / 7 9 b 6 / 4 6 2 5 / 8 6 d 5 / 3 3 2 3 6 e e f 5 d 9 d / 1 4 0 1 2 0 2 4 0 5 1 4 5 9 5 9 3 5 . p d f



当 社 グ ル ー プ の ５ つ の 事 業 に 関 し 、 L M 社 の 関 連 事 業 と 協 業 を 行 う こ と に よ り 、 下 記 の 効 果 を
企 図 し て お り ま す 。
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リンクアンドモチベーションとの業務提携内容

①顧客基盤の補完に関する事項

中堅・中小企業を中心の顧客基盤 大手企業を中心の顧客基盤

⑤DX推進事業（RPA Robo-pat DX）の更なる事業拡大

④フォーサイト

ALT配置事業

大手企業を中心に約1,500社

③教育研修コンテンツ
キャリアスクール事業
学習塾事業

平均受講者数※

14,216名

※2024年3月末時点

顧客数※

約440自治体

約6,440校
②Smart Boarding



配 当 性 向 2 5 ％ を 目 安 と し て 株 主 還 元 を 実 施 す る 方 針 へ 変 更 し 、 併 せ て 株 主 優 待 制 度 に つ い て
も 変 更 い た し ま す 。
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配当方針と株主優待制度の変更 （ 2 0 2 4 年 5 月 1 3 日 開 示 ）

■内容：
健全な財務体質の維持・向上を図りつつ、利益水準、今後の

設備投資、フリー・キャッシュ・フローの動向等を勘案し、配
当性向25％を目安として株主の皆様への配当をすることとして
おります。内部留保につきましては、企業価値向上のための投
資等に活用し、将来の事業発展を通じて株主の皆様に還元させ
ていただく所存です。

【2023年９月期末実績での想定例】※2024年3月31日3分割後
1株あたり8円53銭の期末配当

■適用時期：
2024年９月期における配当より適用いたします。

配当方針の変更

（ 開 示 文 書 ）
h t t p s : / / c o n t e n t s . x j - s t o r a g e . j p / x c o n t e n t s / A S 0 5 1 6 5 / 0 5 4 2 0 5 7 6 / c 9 e a / 4 f b e / b 8 2 9 / e 9 b c 1 5 7 6 4 5 e 6 / 1 4 0 1 2 0 2 4 0 5 1 3 5 9 2 8 9 1 . p d f

■内容：
（変更前）
「ＦＣＥプレミアム優待倶楽部」の株主優待ポイントを保有株
式数に応じて贈呈

（変更後）
保有株式数100株以上で1,000円相当のＱＵＯカードを贈呈

※「ＦＣＥプレミアム優待倶楽部」の株主優待ポイントの贈呈は休止とい
たします。
※2025 年９月以降の株主優待制度に関しては休止とし、配当による利益
還元をより充実させていく方針といたします。

■適用時期：
2024年９月30日時点の株主名簿に記載又は記録された株主の皆
様から適用いたします。

株主優待制度の変更



2 0 2 3 年 11 月 よ り ト ラ イ ア ル 始 動 し た 生 成 AI プ ロ ン プ ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 C h a t F C E 」 を
「 F C E プ ロ ン プ ト ゲ ー ト 」 へ と 名 称 を 変 更 。
タ レ ン ト と し て 活 躍 す る 山 崎 怜 奈 さ ん※を イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー に 起 用 し 、 本 格 展 開 を 開 始 。
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生成AIプロンプトプラットフォーム「FCEプロンプトゲート」

※：1997年5月21日生まれ、東京都江戸川区出身、慶應義塾大学卒業。2022年に乃木坂46を卒業。
TOKYO FM『山崎怜奈の誰かに話したかったこと。』などでラジオパーソナリティを務める他、歴史好きとしても知られており、クイズ番組や教育番組にも多数出演。
『歴史のじかん』（幻冬舎）の出版をきっかけに、エッセイの連載を持っている。
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株式会社ZUU※と業務提携／ベストカンパニー受賞

ベストセラー『⿁速PDCA』のノウハウをFCEで提供して
いる会議型コンサルティング「xDrive」に取り入れ、
「⿁速PDCAxDrive」を開発、提供を開始します。

業務提携を締結
ベストセラー『⿁速PDCA』のZUU社と

業務提携を締結しました。

「働きがいのある会社ランキング※ 」
ベストカンパニー受賞

2024年は≪中規模部門第５位≫、そして、≪12年連続≫
ベストカンパニーを受賞しました。
リリース内容：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000208.000029370.html

研修事業 FCEグループ

※：株式会社ZUU （東京証券取引所グロース市場上場、証券コード：4387）
金融メディア『ZUU online』を中心に、月間訪問者2400万人を超える金融メディアプラット
フォームを運営するフィンテック企業です。

※働きがいのある会社ランキング：「働く人へのアンケート」と「会社へのアンケート」から
「信頼・人の潜在能力の最大化」「価値観（バリュー）・リーダーシップの有効性・イノベー
ション」について Great Place to Work® Institute Japanが総合的に評価し決定します。
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純粋持株会社制度解消の進捗状況と事業間シナジー

※株式会社FCEプロセス＆テクノロジー(PAT)、株式会社FCEエデュケーション(FCEE)、株式会社FCEトレーニング・カンパニー(TC)、

株式会社FCEパブリッシング(PUB)、株式会社ダイニングエッジインターナショナル(DEI)

（株）FCE Holdings

（株）FCE
(2024年1月1日～)

PAT FCEE TC PUB DEI

吸収合併等の方法

※グループ連結業績への直接の影響はありません。

吸収合併完了吸収合併締結

2024年9月
期中に手続
完了予定

純 粋 持 株 会 社 制 度 の 解 消 は 順 調 に 進 捗 。 グ ル ー プ 内 で 他 の 事 業 部 門 か ら の 顧 客 紹 介 （ グ ル ー
プ 間 シ ナ ジ ー ） へ の 積 極 的 な 取 り 組 み が 奏 功 し 、 新 た な リ ー ド チ ャ ネ ル の 開 拓 に よ る 事 業 拡
大 を 推 進 。

HR商品 / 
サービス

4,000社
以上

740社
以上

1,290社
以上

2 8 22 64
173

258
364

0

200

400

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

顧客紹介件数 累計（24年9月期）

各事業本部が持つ顧客の相互紹介を加速
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2024年9月期 第2四半期 ｜ 決算概要

売上高

第2四半期の売上は前年同期比で12.7%の増収、累計で12.4%の増収
経常利益

第2四半期の経常利益は前年同期比で21.9％の増益、累計で34.7％の増益を達成
通期予想

売上高増やストック型ビジネスの積み上がりによる増収により、通期の売上高と利益の予想達成を見込む
2024年9月期 通期2024年9月期 上期2023年9月期

進捗率通期予想
(2024/2/13発表)

前年同期比 (6か月)前年同期比 (3か月)上期 (累計)2Q (1-3月)上期 (累計)2Q (1-3月)

51.9%4,600+262 (+12.4%)+151 (+12.7%)2,3871,3472,1241,195売上高

75.0%707+118 (+28.7%)+65 (+22.5%)530358412292営業利益

75.9%705+137 (+34.7%)+64 (+21.9%)534360397295経常利益

76.0%454+83 (+31.9%)+36 (+18.4%)345233261197
親会社株主に
帰属する当期純利益

ーー+124 (+28.9%)+70 (+23.5%)554372429301EBITDA※

ー15.3%+3.7%pts+2.0%pts22.4%26.7%18.7%24.7%経常利益率

単位：百万円（百万円未満切捨て）
※ EBITDA=営業利益＋償却費（減価償却費＋のれん償却＋保証金償却＋⾧期前払償却）

© 2024 FCE Inc. 



D X 推 進 事 業 と 教 育 研 修 事 業 と も に 増 収 を 実 現
特 に D X 推 進 事 業 ( R PA R o b o - P a t  D X ) と 研 修 事 業 ( S m a r t  B o a r d i n g ) が 好 調 に 推 移
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2024年9月期 第2四半期 ｜ 売上高

119

△31

2,124

2,387

FY2023 / 2Q（累計） FY2024 / 2Q（累計）

+262 (+12.4%)

単位：百万円

+217

+ 76

DX推進事業 教育研修事業 その他
（内部取引調整含む）



主 に 増 収 に よ る 利 益 増 に よ り 、 経 常 利 益 全 体 で は 増 益 で の 着 地
前 期 発 生 し た 上 場 関 連 費 用 等 の 一 時 的 な 要 因 の 反 動 も あ り 、 営 業 外 損 益 が 増 加
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2024年9月期 第2四半期 ｜ 経常利益

119

△99

397

534

FY2024 / 2Q（累計）

+137 (+34.7%)

単位：百万円

+217

+ 19

FY2023 / 2Q（累計） 増収による利益増
（売上総利益の増加）

営業外損益の増減販管費の増減
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バランスシートの概況

増減
(前年度末23/9比)

2024年3月末2023年12月末2023年9月末

△3631,8831,9382,247現金及び預金

+319955640635その他流動資産

△442,8382,5792,882流動資産合計

+123539429415固定資産合計

+793,3783,0083,298資産合計

△2691,3241,1951,593負債合計

+3482,0361,8011,688株主資本

+1171115その他純資産項目

+3492,0541,8121,704純資産合計

+793,3783,0083,298負債純資産合計

+9.12% pts60.8%60.2%51.6%自己資本比率

純利益は345百万円であるが、以
下の要因により現金及び預金は
△363百万円
・23/9期にかかる賞与支払や納税
等の支出
・季節性による売掛金の増加や契
約負債（前受収益）の減少

未払金/未払費用 △37百万円
契約負債 △110百万円
賞与引当金 △165百万円
未払法人税等+17百万円

※単位：百万円（百万円未満切捨て） ※2023年12月末時点

利益剰余金 +345百万円

単位：百万円

売掛金 +295百万円
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2024年9月期 第2四半期 ｜ DX推進事業の業績と主要KPI

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q 4Q

601
1192 1219

直販 ：75%

代理店：25%

• 売上高は前年同期比+21.4%成⾧となり、好調な着地

• 売上高は導入社数に伴い積み上がるため、今後も逓増する見込み

• RPAロボパットDXの導入社数は2024年3月末時点で1,291社に到達

DX推進事業 売上高（FY24/9期）
単位：百万円

見込み

前年同期比
+21.4%

逓増する見込み 1130

1250

1380

1192

500

750

1000

1250

1500

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

RPA ロボパット DX導入社数の推移 （2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

24/3時点
進捗率103.3%

+62

995

24/9末
見込

634



565
670

780

607

200

450

700

950

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績
20

2024年9月期 第2四半期 ｜ 教育研修事業の業績と主要KPI

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q 4Q

424

• 主に研修事業のSmart Boardingの増収により、教育研修事業として前年同期比+7.5%での着地

• 学校向けフォーサイト手帳販売は季節性があり、例年通り2Qに売上が積み上がる

• Smart Boardingの導入社数は2024年3月末時点で744社に到達

教育研修事業 売上高（FY24/9期）
単位：百万円

Smart Boarding導入社数の推移（2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

見込み

フォーサイト手帳販売に
季節性があり、例年通り集中

348

24/9末
見込

+42

677

24/3時点
進捗率111.0%

KPIとして重視する背景：

・ストックビジネス

・RPAとのクロスセルや研
修サービスとのアップセル等、
他事業の基盤となる商材

Smart Boarding 売上高（FY24/9期）

前年同期比+7.5%

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q 4Q

86 97

見込み

前年同期比+57.7%

© 2024 FCE Inc. 
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+27.5%

+22.7%

※40%ルール：SaaS企業の成長の健全性を示す指標で、売上成長率と営業利益率の和が40%を超えているかを測定する指標

百万円

‣RPA Robo-Pat DXの継続的な成⾧に加えて、Smart Boardingの成⾧速度が加速
‣2024年3月のMRR（Monthly Recurring Revenue）の成⾧率（前年同期比）は27.5%

2023年3月の成⾧率(22.7%)、2024年3月のARR（Annual Recurring Revenue）は30億円
‣事業の一部ではあるものの、SaaS型のKPIの一つである40%のルール※の水準にあるとの認識。

SaaS型ビジネスのMRR推移と直近ARR



© 2024 FCE Inc. 22

Agenda

01 2024年9月期第2四半期（1月-3月）トピックス

Appendix

02 2024年9月期第2四半期業績

03 事業および成⾧戦略 : DX推進事業

04 事業および成⾧戦略 : 教育研修事業



売上 原価導入社数 平均単価（月額）
開発協力先への
ライセンス料

代理店への
販売フィー

R PA( R o b o t i c  P r o c e s s  A u t o m a t i o n ) と

D X 推 進 の た め に 、 人 材 育 成 と 組 織 構 築 の サ ポ ー ト を 提 供 し ま す 。
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RPA「ロボパットDX」

RPA ロボパットDXの収益構造

※平均単価(月額)＝フル機能版と実行専用版の加重平均

ライセンスの種類 / 料金体系

フル機能版
ロボットの動作シナリオを作成登録し、
実際に作業可能

12万円/月 ※税抜き

導入サポート
コンサルティング

フローティングライセンス
フローティングライセンスは複数のPCでの

共有可能なので、離れた場所でも利用できます。
また、コスト削減にも貢献します。

実行専用版
フル機能版ライセンスのシナリオは
別のPCで実行可能です。

4万円/月 ※税抜き

無料
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RPA「ロボパットDX」の外部評価

最も評価されているSaaSを表彰する

「BOXIL SaaS AWARD 2024」にて

BOXIL SaaSセクション RPA部門 第1位

導入事例セクション 医療・製薬業界部門 第1位

（SaaS比較サイト「BOXIL SaaS（ボクシル サース）」／2024年3月5日）

ITreview Best Software in Japan 2023

「ユーザーが選ぶ【最強ITツール】ランキング50」にて

約7300製品中、第1位を獲得！

（レビューサイト「ITreview」／2023年5月24日）
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パーソナルRPA

RPA「ロボパットDX」は業務を知っている人が自分で作成できる
「パーソナルRPA」

RPA「ロボパットDX」 その他従来のRPA

各パソコンで利用可能

プログラミングの知識は不要

ユーザーが自分でロボットを作成できる

サーバーなど専門的なシステム環境が必要

プログラミングの知識が必要

業務を直接担当していないIT部門がロボットを作成

業務に応じて自分でロボットをカスタマイズできる 業務変更に対してタイムリーに修正ができない

非
効
率業務部門 IT部門

業務をしている人は
ロボットを作れない

技術者は業務を
知らない

【 従 来 の R P A の 課 題 】 「 I T ス キ ル の 高 い 技 術 者 が ロ ボ ッ ト を 作 る 」 が 前 提



R PA「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 は 、 R PA 導 入 か ら ロ ボ の 作 り 方 勉 強 会 、

業 務 改 善 や 組 織 改 善 の サ ポ ー ト ま で ワ ン ス ト ッ プ で 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。
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RPA「ロボパットDX」だけの【ワンストップ】サービス

RPA導入
ロボの作り方

勉強会
業務改善 / 組織改善

サポート
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今後のDX推進事業拡大戦略

幅 広 い 業 種 や 企 業 規 模 に 対 応 し 、 販 路 の 拡 大 が 進 ん で い ま す 。

導入社数の増加 単価の向上

RPAロボパットDX

21.4億円※2

10%

30%

3,321億

9,964億

パーソナルRPAの市場規模
RPAロボパット可能性

3兆3,216億円※3

※1:下記に記載の計算方法により当社が推計しております
※2:当社2023年9月期DX推進事業売上高
※3:従業員数300名以下国内法人企業を「パーソナルRPA市場」と定義し、

約173万社×RPAロボパットDX平均月額単価16万円×12ヶ月を乗じて算出

✓企業規模を問わず
（従業員300人以下で7割を占める）

✓業種、業界を問わず

導入企業規模別割合 RPA「ロボパットDX」 拡大の可能性※1

地方における認知拡大
販売体制の強化 / 構築

当社のアプローチ

当社

部署
B

部署
A

IT専門
部署

中小企業との実績も豊富なので現場の
部署とのやりとりもスムーズに対応可

✓販売パートナー

✓紹介パートナー
お客さま社内での横展開

100名以下

45%

101～300名

25%

301～1000名

17%

1001名以上

13%
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導入社数 ARPU（Average Revenue Per User）

導 入 社 数 は 1 , 1 0 7 社 （ 2 3 / 3 末 ） か ら 1 , 2 9 1 社 （ 2 4 / 3 末 ） と 1 年 間 で 1 8 4 社 の 純 増 （ 前 年 同 期 比 + 1 6 . 2 % ） 、
A R P U は 1 5 7 , 8 8 7 円 （ 2 3 / 3 末 ） か ら 1 6 6 , 1 2 2 円 （ 2 4 / 3 末 ） へ + 5 ％ の 成 ⾧ と な り ま し た 。
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導入社数 円導入社数 +184社 / ARPU +5%

RPAロボパットDXの導入社数とARPU推移



提携先

紹 介 パ ー ト ナ ー 制 度 の 拡 大 や 同 業 種 で の ク ラ イ ア ン ト 紹 介 な ど 、 新 た な 事 業 拡 大 機 会 を
創 出 し ま す 。
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今後のDX推進事業拡大戦略の進捗

様々なルートからRPAロボパットDXの情報提供を展開中

税理士事務所
（士業）

Kintone
（情報・通信業）

あおもり創生パートナーズ
（地方銀行関連）

ヤマダデンキ
（小売業）

ウィルオブ・ワーク
（人材派遣業）

他業種共催セミナー

RPA
ロボパットDX
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・ ロ ボ パ ッ ト マ ス タ ー 認 定 プ ロ グ ラ ム に て 導 入 企 業 様 内 で ロ ボ ッ ト 作 成 で き る D X 人 材 が 増 加

・ ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト セ ミ ナ ー （ 既 存 顧 客 企 業 向 け 活 用 事 例 発 表 会 ） に て 、 R PA の 活 用 事 例
と D X 推 進 活 動 を 共 有
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ロボパットマスター認定者数

導入企業様の社内で『DX』化を促進するロボパットマス
ター認定者が2,293名となり、組織の定着化を推進中！

人

RPA活用の成果とDX推進活動の活発化について共有

トップマネジメントセミナー
A社 生産管理部 グループリーダー様の講演内容

・17,280時間の業務をRPA化に成功
・ポイントは時間削減ではなく時間創出の視点
・DXに本気で取り組む人をいかに増やし、DX推
進のスピードをどのように加速させたか

チャーンレート 1%台導入企業様内における定着化とDX推進活動
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RPA「ロボパットDX」の商品力強化

全体的なUIデザインを刷新

さらに直感的でわかりやすく
大幅アップデート

ユーザーモニター調査100名超、300時間を越えるテスト
結果をもとに、より使いやすく操作感・デザイン性を
向上いたしました。

コマンド、プラグインの追加

新たな機能を選んで追加できる
「ライブラリ機能」を実装

ご要望が多かったGoogleスプレッドシートをより快適に
操作できるコマンドを開発・リリースいたしました。

2023年10月 RPA「ロボパットDX」新バージョン ver.1 .5をリリース



© 2024 FCE Inc. 33

HR DX ｜ Smart  Boarding

（ 2 0 2 4 年 3 月 末 ）

導入企業数

740社突破！

一 人 ひ と り の 成 ⾧ 速 度 の 違 い に 着 目 し た

転職者『即戦力化』プラットフォーム

一般的なeラーニングとは一線を画したオンボーディングDXシステム

企業の成⾧ビジョン実現の為に必要な「求める人材」を育てる
オリジナル教育プログラムを作成

“社員一人ひとりが自ら学び始める組織作り”を徹底サポート

オンライン×リアル（ライブトレーニング）との融合で早期戦力化
から継続的な学びまで幅広いニーズに最適化
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HR DX ｜ Smart  Boarding：即戦力化のしくみ

S m a r t  B o a r d i n g は 動 画 と 対 に な っ た ラ イ ブ 型 の オ ン ラ イ ン ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム と し て 、
月 間 3 , 0 0 0 人 以 上 の 方 が 常 時 参 加 し て い た だ い て い ま す 。

繰り返しINPUT 何度でもOUTPUT

指示受け
の動画を見て

ヒアリング力強化
の動画を見て

7つのマネジメントスキル 質問する
の動画を見て

人を惹きつける大将軍とは
の動画を見て

指示受け・報告レッスン
のオンライントレーニングを受ける

営業ニーズヒアリングレッスン
のオンライントレーニングを受ける

コーチング型質問スキルレッスン
のオンライントレーニングを受ける

成果を持続し人を惹きつけるリーダーとは
のオンライントレーニングを受ける
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Smar t  Board ingの外部評価

S m a r t  B o a r d i n g は 口 コ ミ サ イ ト 「 B O X I L  S a a S 」 に て 、
B O X I L  S a a S  AWA R D を 連 続 受 賞 し て い ま す 。

BOXIL SaaS AWARD 
Autumn 2022

eラーニング部門

「Good Service」受賞

BOXIL SaaS AWARD 
2021 Autumn

人事・給与部門受賞

BOXIL SaaS AWARD 
Autumn 2023

eラーニング(システム)部門

「Good Service」受賞

チャーンレート 1%台

※ BOXIL SaaS AWARD（ボクシルサースアワード）は、スマートキャンプ株式会社の運営するSaaS比較サイト「BOXIL SaaS」が今最も評価されているSaaSを表彰するイベントです。
SaaS普及を支援するために、3月4日を「SaaSの日」スマートキャンプが独自に定めた記念日）とし、2019年3月より毎年開催しています。

BOXIL SaaS AWARD
2022

BOXIL SaaS AWARD
Winter 2023

eラーニング(システム)部門

「Good Service」受賞

「カスタマイズ性No.1」受賞



導 入 社 数 は 5 2 3 社 （ 2 3 / 3 末 ） か ら 7 7 4 社 （ 2 4 / 3 末 ） と 1 年 間 で 2 2 1 社 の 純 増 （ 前 年 同 期 比 + 4 2 . 2 % ） 、
A R P U は 4 1 , 9 1 0 円 （ 2 3 / 3 末 ） か ら 4 8 , 7 9 2 円 （ 2 4 / 3 末 ） へ + 1 6 ％ の 成 ⾧ と な り ま し た 。
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Smar t  Board ingの導入社数とARPU推移
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導入社数 +211社 / ARPU +16%
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コスモトピア社の概要 2 0 2 4 年 １ 月 ４ 日 よ り 連 結 子 会 社 化

会社概要 導入校数（公教育・私塾）

小中学校 600校超 私塾 400校超

1 9 8 2 年｜設 立

大 阪 府 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島｜本 社

約 2 億 円 （2023年3月期）｜年 間 売 上

2 4 名｜従 業 員 数

学 力 向 上 支 援 ソ フ ト ウ ェ ア の 企 画 /  開 発 /  販 売 事 業｜事 業 内 容

小中学生向けデジタル教材

シニア向け生涯学習コンテンツ

対象 / サービス

学習塾
小中高生向け主要教科に対応する自立学習総合
支援システム

その他教室ビジネス事業者など
ICT教材を活用したシニア向け教育コンテンツ

小中学校・教育委員会
小学校・中学校向け学力向上支援教材

主要商品

© 2024 FCE Inc. 



コ ス モ ト ピ ア 社 と F C E 相 互 の 商 品 を 展 開 す る こ と で 、 短 期 的 に は 販 路 が 拡 が り ま す 。
中 期 的 に は 7 つ の 習 慣 J ® や フ ォ ー サ イ ト の 活 用 に よ り 自 立 し た 状 態 の 中 で 、 み ん な の 学 習 ク ラ
ブ ・ S e l f e e に よ る 自 立 学 習 を 促 す 教 育 ・ 学 習 メ ソ ッ ド の 確 立 へ 繋 げ て い き ま す 。

© 2024 FCE Inc. 38

コスモトピア社とFCEのマーケットにおけるシナジー

短期シナジー

科目教育

小中学校：600校超／私塾：400校超

主体性教育

小中学校：1,000校

クロスセル

中期シナジー

主体性教育×科目教育
パッケージ化

（教育・学習メソッドの確立）
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コスモトピア社の３ヵ年事業・シナジー展開イメージ

体制構築フェーズ
・クロスセルを開始
・商品力向上に向けた投資
・間接部門や社内インフラの共通化等

による効率化を推進

2年目(2024.10～2025.9)

3年目(2025.10～2026.9)

シナジー発現フェーズ
・着実な営業先開拓や入札案件獲得に
より増収に寄与
・FCEとの連携強化
・フォーサイトアプリとコスモトピア

商品の連携（共同開発）

業績拡大フェーズ
・主体性教育×教科教育のパッケージ化
（教育・学習メソッドの確立）
・安定的な収益性構造の確立

１ 年 目 は コ ス モ ト ピ ア 社 単 体 の 体 制 構 築 や シ ナ ジ ー 創 出 の た め の 種 ま き 、 ２ 年 目 は F C E と の
連 携 に よ る シ ナ ジ ー 発 現 、 ３ 年 目 に 安 定 的 な 収 益 構 造 の 確 立 を 目 指 し ま す 。

１年目(2024.1～2024.9)
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コスモトピア社のシナジー展開の状況

2 0 2 4 年 １ 月 ４ 日 よ り 連 結 子 会 社 化 し 、 ス ピ ー デ ィ ー な 統 合 や 連 携 を 進 め て い ま す 。

体制構築フェーズ
・クロスセルを開始
・商品力向上に向けた投資
・間接部門や社内インフラの共通化等

による効率化を推進

１年目(2024.1～2024.9)

・共通の社内インフラ整備の完了

・連結会計の体制整備の完了

・朝礼にて理念や価値観の浸透

・営業連携の開始

・オフィス統合によるコストダウンの検討

・コスモトピア社の商品の機能強化

等

統合の状況
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生成AIプロンプトプラットフォーム「FCEプロンプトゲート」

2 0 2 3 年 11 月 よ り ト ラ イ ア ル 始 動 し た 生 成 AI プ ロ ン プ ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 C h a t F C E 」 を
「 F C E プ ロ ン プ ト ゲ ー ト 」 へ と 名 称 を 変 更 。
タ レ ン ト と し て 活 躍 す る 山 崎 怜 奈 さ ん※を イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー に 起 用 し 、 本 格 展 開 を 開 始 。

※：1997年5月21日生まれ、東京都江戸川区出身、慶應義塾大学卒業。2022年に乃木坂46を卒業。
TOKYO FM『山崎怜奈の誰かに話したかったこと。』などでラジオパーソナリティを務める他、歴史好きとしても知られており、クイズ番組や教育番組にも多数出演。
『歴史のじかん』（幻冬舎）の出版をきっかけに、エッセイの連載を持っている。
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「FCEプロンプトゲート」事業

F C E プ ロ ン プ ト ゲ ー ト は 、 生 成 AI を 活 用 し 、 プ ロ ン プ ト エ ン ジ ニ ア を 育 成 で き る プ ラ ッ ト
フ ォ ー ム を 月 額 定 額 で 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。
監 修 ： 「 シ ュ ン ス ケ 式 」 と し て 国 内 プ ロ ン プ ト の ノ ウ ハ ウ 発 信 に 定 評 の あ る 林 駿 甫 氏 、 C h a t G P T 研 究 所 の 石 川 陽 太 氏

これからの人的資本の最大化 FCEプロンプトゲートでできること

eラーニング形式で
必須スキルを学び、
資格がとれる

プロンプトを作る
補助ツールとなる

プロンプトの保存や
共有ができる

プロンプトの
テンプレートを使用できる

これまで これから

人的資本の最大化に貢献する 日本人の生産性を上げる

人 Tech

生成AIの登場 日本全体の生産性向上

人材育成 生成AIを
使いこなせる人材



動 画 で 「 AI プ ロ ン プ ト 8 + 1 の 公 式 」 の 基 礎 を 学 び 、 テ ン プ レ ー ト 機 能 で プ ロ ン プ ト を 作 成 し 、
デ ー タ ベ ー ス で 管 理 ・ 共 有 す る こ と が で き ま す 。
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FCEプロンプトゲートの特徴

生成AIの基礎的な公式・使い方を
学習するコンテンツを搭載

的確なアウトプットを導く、プロ
ンプトの制作が可能

基礎学習コンテンツ

個人が制作したプロンプトを社内
で一括管理・共有できるデータベー
ス機能を搭載

社内全体のプロンプトの作成スキ
ルの向上を実現

プロンプトの管理

独自プロンプトの管理

「営業」「マーケティング」「文
章生成」「SNS」 など汎用性の高い
プロンプトテンプレートを100個以
上搭載

テンプレートＤＢ



教員向けに導入

早 稲 田 摂 陵 高 等 学 校 、 岡 山 学 芸 館 高 等 学 校 、 岡 山 学 芸 館 清 秀 中 学 校 ・ 高 等 部 へ 生 成 AI プ ロ ン
プ ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 F C E プ ロ ン プ ト ゲ ー ト ア カ デ ミ ッ ク 」 の 導 入 が 決 定 し ま し た 。
（ 2 0 2 4 / 4 / 2 4 開 示 ）
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「FCEプロンプトゲート アカデミック」の導入校が決定！

まずは当社のお客様である全国の約1,100校の学校に導入を進めていくと同時に、全国の教育委員会および
小中高合計35,000校を対象に「FCEプロンプトゲート アカデミック」の提案も開始いたします。

（ 開 示 文 書 ）
h t t p s : / / c o n t e n t s . x j - s t o r a g e . j p / x c o n t e n t s / A S 0 5 1 6 5 / 5 9 1 f 3 1 2 7 / a d 8 0 / 4 2 9 5 / 8 b d a / e d 4 8 f 2 3 4 6 e b d / 1 4 0 1 2 0 2 4 0 4 2 4 5 7 5 1 2 4 . p d f

「座席表や学級通信をつくる」
「課題を作成する」等の

教員の校務・教務

「探究授業に使える探究パック」「自
己推薦文の添削」「大学入試の模擬面
接対策」等の生徒向け業務



当 社 グ ル ー プ の 顧 客 基 盤 の 活 用 と 代 理 店 網 の 構 築 に よ り 、 F C E プ ロ ン プ ト ゲ ー ト の 拡 大 を 加
速 し ま す 。
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FCEプロンプトゲートの拡大戦略

直販を先行開始。生産性改善というテーマ性も
同じく、早期導入が見込まれる

代理店網の構築営業基盤の活用

法人顧客4,000社以上 学校顧客1,100校

直販と並行して代理店網を構築します

販売代理店

販売代理店

販売代理店

販売代理店

販売代理店

販売代理店
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Agenda

01 2024年9月期第2四半期（1月-3月）トピックス

Appendix

02 2024年9月期第2四半期業績

03 事業および成⾧戦略 : DX推進事業

04 事業および成⾧戦略 : 教育研修事業
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3カ年計画数値（2023年9月期～2025年9月期） （ 2 0 2 3 年 5 月 2 4 日 開 示 ）

3,522 3,753
4,059

4,465
4,915

324 455 560 700 885

9.2%

12.1%
13.8%

15.7%

18.0%

0.0%
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21/9期 22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

売上高(左軸) 経常利益(左軸) 経常利益率(右軸)

売上高

毎期、10%以上の成⾧を実現し、25/9期には49億円以上を計画
経常利益(率)

毎期、25%以上の成⾧を実現し、25/9期には8.8億円以上を計画
利益率も毎期、着実に向上し、25/9期では18％を計画

単位：百万円
23/9期実績：
売上高 4,174（+115）
経常利益 575（+15）
経常利益率 13.8%

今回(2024/2/13)発表
24/9月期予想：
売上高 4,600（+135）
経常利益 705（+5）



当 社 の 3 年 間 の 事 業 戦 略 と 重 要 K P I を R o b o - P a t D X 導 入 企 業 数 、

S m a r t B o a r d i n g 導 入 企 業 数 、 フ ォ ー サ イ ト ア プ リ 導 入 校 数 で 確 認 し ま す 。
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3カ年計画事業戦略サマリと重要KPI （ 2 0 2 3 年 5 月 2 4 日 開 示 ）

Robo-Pat DX
導入企業数

Smart Boarding
導入企業数

フォーサイト
アプリ導入校数

紹介パートナー制度の拡大
地方展開やお客様内での横展開
23/9期末：1,130社以上→24/9期末：1,250社以上

OEMパートナー契約社数の拡大
社員教育の仕組み構築のコンサルティングサポート
23/9期末：565社以上→24/9期末：670社以上

学校向け初年度無料展開によるシェア獲得
教育委員会との連携による推進、商品力強化

業種特化事例によるクライアントの拡大
教育研修領域におけるBtoB事業間シナジー(*)の
拡大
25/9期末：1,380社以上

HR領域のクラウドサービスとのシステム連携
DX領域におけるBtoB事業間シナジー(*)の拡大
25/9期末：780社以上

私塾マーケットの収益化（POPER社との提携）
圧倒的なシェア獲得により導入先1,000校達成

中期 25年9月期～短期 23年9月期と24年9月期

(*) RPA「ロボパットDX」の顧客1,000以上と教育研修事業の3,000社以上の顧客基盤におけるクロスセルやアップセルなど
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IR  informat ion

本 説 明 資 料 や そ の 他 I R に 関 す る ご 意 見 や ご 質 問 は 、
メ ー ル ・ I R お 問 い 合 わ せ フ ォ ー ム ・ I R 公 式 Ｘ ( Tw i t t e r ) よ り
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ir@fce-hd.co.jp

コ ー ポ レ ー ト サ イ ト で は 、 決 算 説 明 資 料 ・ Q ＆ Aの 採 録 他 、
ア ナ リ ス ト レ ポ ー ト 等 も ご 覧 い た だ け ま す 。

https://fce-hd.co.jp/ir/

公 式 の Ｘ ( Tw i t t e r ) で は 適 宜 情 報 発 信 を し て お り ま す 。

https://twitter.com/fce_ir
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本資料の取り扱いについて

本 書 に は 、 当 社 及 び 当 社 グ ル ー プ に 関 連 す る 見 通 し 、 将 来 に 関 す る 計 画 、 経 営 目 標 な ど が 記
載 さ れ て い ま す 。
こ れ ら の 将 来 の 見 通 し に 関 す る 記 述 は 、 将 来 の 事 象 や 動 向 に 関 す る 現 時 点 で の 仮 定 に 基 づ く
も の で あ り 、 当 該 仮 定 が 必 ず し も 正 確 で あ る と い う 保 証 は あ り ま せ ん 。 様 々 な 要 因 に よ り 実
際 の 業 績 が 本 書 の 記 載 と 著 し く 異 な る 可 能 性 が あ り ま す 。

別 段 の 記 載 が な い 限 り 、 本 書 に 記 載 さ れ て い る 財 務 デ ー タ は 日 本 に お い て 一 般 に 認 め ら れ て
い る 会 計 原 則 に 従 っ て 表 示 さ れ て い ま す 。

当 社 及 び 当 社 グ ル ー プ は 、 将 来 の 事 象 な ど の 発 生 に か か わ ら ず 、 既 に 行 っ て お り ま す 今 後 の
見 通 し に 関 す る 発 表 等 に つ き 、 開 示 規 則 に よ り 求 め ら れ る 場 合 を 除 き 、 必 ず し も 修 正 す る と
は 限 り ま せ ん 。


